
国語 学習のコツ 

 

～漢字編～ 

 漢字は「表意文字」と言われます。「表音文字」と言われるひらがなやカタカナは音を表す文字ですが、

漢字は一字一字に意味があります。なので、漢字を覚える際はその意味と形をあわせて覚えなければい

けません。この意味を理解すると、漢字はとても覚えやすくなります。例えば、漢字の学習Ｐ.65 で解説

しましょう。 

 

⑬ カンペキな計画   ア 完壁  イ 完璧 

 

テストでも間違いが多かった問題です。みなさんはどちらが正解か分かりますか？答えは イ です。

これは漢字の意味を覚えていると簡単に解くことができます。「完璧」とは「欠点が全くないこと」とい

う意味です。「璧」という字には「玉」が含まれています。「玉」は「大切な物」を表す語で、「璧」は「宝

石」という意味をもちます。「完」は「文句のつけようがない状態」を表す語なので、「完璧」は「傷一つ

ついていない宝石」という意味になります。この意味が少し変化し、現在の「完璧」の意味になったと言

われています。 

一方、「壁」は「かべ」と読みます。この字は「土」を含んでおり、「土」の表す意味は文字通り「土に

関係する物」です。現在も多くの壁は土（セメント）が原材料の物が多いですね。漢字の意味が分かって

いれば、「完璧」の字を間違えることはありません。このように漢字の意味はその字に含まれる字と深く

結びついています。そのことを知っていると、漢字を思い出しやすくなりますよ！ 

例えば同じページの問題を幾つか解いてみましょう！ 

 

① ほころびをつくろう。（ぬい直すこと）  ア 繕う  イ 膳う 

② 遠くをながめる。   ア 跳める  イ 眺める 

③ カメラをすえる。（設置すること）   ア 据える  イ 裾える 

 

答えは順に、ア、イ、アです。 

①はぬうことに関係する言葉なので「糸」という字が入っているアになります。②は見ることに関係す

る言葉なので「目」が入るイ、③は少し難しいですが、何かを設置するときは「手」を使いますよね？な

ので「手（扌）」を使うアになります。 

このように覚えると、漢字を覚えやすいだけでなく、忘れにくくなるというメリットもあります。これ

まで意識していなかった人はこの機会に漢字のワークに載っている漢字を覚え直してみましょう。書く

ことに一生懸命だった人は、きっと今までよりも深く理解することができますよ！ 

家庭での勉強がんばってください！！ 
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